
 

 

様式第1号(第2条関係)(用紙 規格Ａ4縦型) 

 

工場若しくは事業場の新設又は施設の増設に係る協議書 

 

平成○○年 ○○月 ○○日  

 

  沼津市長  ○○ ○○  様 
 
 

届出者 

住 所 沼津市御幸町○番○号   

氏 名 
株式会社 山田工業 

代表取締役 山田太郎 
印  

 

  静岡県生活環境の保全等に関する条例第10条第1項(第2項)の規定により、次のとおり

協議します。 

 

工場又は事業場の名称  株式会社 山田工業 沼津工場 

工場又は事業場の所在地  沼津市○○町○番○号 

事 業 計 画 別紙1のとおり。 

環 境 へ の 配 慮 事 項 

公 害 等 の 抑 制 別紙2のとおり。 

指定化学物質の適正な管理 別紙3のとおり。 

廃 棄 物 の 発 生 の 抑 制

及 び 適 正 な 処 理 
別紙4のとおり。 

環境マネジメントシステム

等 の 導 入 
別紙5のとおり。 

※整理番号   ※ 受 理 年 月 日    年  月  日 

 備考 ※印の欄には、記載しないこと。 

052159
テキストボックス



 

 

 別紙1(用紙 規格Ａ4縦型) 

事 業 計 画 

新

増

設

計

画

の

概

要 

  

区 分 変 更 前 変 更 後 

生 産 品 目 及 び 生 産 量     

大

気

関

係 

ば い 煙 発 生 施 設

の 種 類 及 び 数 量 
    

総 排 出 ガ ス 量 

(Ｎm3)／時) 
    

排出量が増加する

ばい煙の種類及び量 
    

水

質

関

係 
特 定 施 設 の

種 類 及 び 数 量 
    

総 排 水 量 

(m3／日) 
    

使用する有害物質     

排出量が増加する

物質等の種類及び量 
    

工 事 開 始 予 定 年 月 日     年  月  日 

工 事 完 成 予 定 年 月 日     年  月  日 

使 用 開 始 予 定 年 月 日     年  月  日 

 



 

 

 別紙2(用紙 規格Ａ4縦型) 

公 害 等 の 抑 制 

項 目 環 境 配 慮 の 概 要 

大 気 汚 染 の 防 止   

水 質 汚 濁 の 防 止   

騒 音 及 び 振 動 の 防 止   

悪 臭 の 防 止   

土 壌 汚 染 の 防 止   

地 下 水 の 保 全   

温室効果ガスの排出抑制   

低 公 害 車 の 導 入 等   

そ の 他   

 備考 

  1 配慮した内容がない場合は、該当欄に「なし」と記入すること。 

  2 記入しきれない場合は、別紙により提出すること。 

  3 参考資料がある場合は、添付すること。 



 

 

 別紙3(用紙 規格Ａ4縦型) 

指定化学物質の適正な管理 

項 目 環 境 配 慮 の 概 要 

受入れ、保管及び使用の量

及 び 方 法 の 把 握 
  

危険性及び有害性の把握   

排出及び廃棄の量及び方法

の 把 握 
  

指定化学物質を含む廃棄物

の 適 正 処 理 
  

自 己 監視 及 び自 主測定   

そ の 他   

 備考 

  1 配慮した内容がない場合は、該当欄に「なし」と記入すること。 

  2 記入しきれない場合は、別紙により提出すること。 

  3 参考資料がある場合は、添付すること。 



 

 

 別紙4(用紙 規格Ａ4縦型) 

廃棄物の発生の抑制及び適正な処理 

項 目 環 境 配 慮 の 概 要 

長期使用、再利用又は

再 生 利 用 
  

減量化又は再資源化   

適 正 な 処 理 に よ る

公 害 の 防 止 
  

そ の 他   

 備考 

  1 配慮した内容がない場合には、該当欄に「なし」と記入すること。 

  2 記入しきれない場合は、別紙により提出すること。 

  3 参考資料がある場合は、添付すること。 



 

 

 別紙5(用紙 規格Ａ4縦型) 

環境マネジメントシステム等の導入 

項 目 環 境 配 慮 の 概 要 

環 境 の 保 全 の た め の

方針・目標・計画の作成 
  

環境の保全のための役割、

責任及び権限の体制の明確化 

(組織図) 

  

環 境 に 係 る 情 報 の 把 握   

事故等への対応手順書の作成   

事故防止のための訓練の実施   

環境の保全の取組状況等

の 定 期 的 な 点 検 の 実 施 
  

そ の 他   

 備考 

  1 配慮した内容がない場合は、該当欄に「なし」と記入すること。 

  2 記入しきれない場合は、別紙により提出すること。 

  3 参考資料がある場合は、添付すること。 




